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はじめに
現行の中学校学習指導要領（2008年）において，学校
教育法第 2 章義務教育第21条 2 項で「学校内外における
自然体験活動を促進し，生命及び自然を尊重する精神並
びに環境の保全に寄与する態度を養うこと」と記されて
いる。このような背景には，平成 8 年 7 月の報告書の中
で，生きる力の育成方策のひとつとして体験活動の重要
性が指摘され，特に青少年の野外教育の充実について，
様々な提言がなされてきた。ここ十数年の社会の急激な
変化に伴い，青少年に関わる諸課題について，いくつか
の審議会答申や調査報告などで明らかにされてきた。具
体的には，1 ）基本的生活習慣が身についていない，2 ）
基礎的な体力の低下，運動能力が十分に発達していない，
3 ）対人関係が希薄で異年齢や異世代との交流が少ない，
4 ）自然体験等の直接体験が不足している， 5 ）学習意
欲や勤労意欲が低く，コミュニケーション能力が低下し
ている， 6 ）子どもの相対的貧困率が上昇している，と
いった内容が挙げられている。このような課題を解決す
るために必要なことの一つとして，「生きる力」を育む
ことや，生活体験，社会体験，自然体験の機会を増やす
ことの必要性が求められている。学校現場においては，
小学校段階では善悪の判断などの基礎を形成して，自然
や美しいものに感動する心，社会や集団のルールを守る
態度，さらには他者への思いやり，集団内での役割の自
覚と責任感などの育成が必要となる。中学校から高等学
校の青年期では宿泊体験や生活体験を通して，ソーシャ
ルスキルを身につけ，国際社会の一員として生きていく
ことが期待されている。では，このようなことを実現す
るためには，児童・生徒に対して指導・支援する立場の
教員の資質が問われてくる。とりわけ，教員への研修や
これから教職を志す教員養成課程の大学生に対する指導
者養成事業も重要な課題となっている。これらの事業の
みで全ての課題が解決するわけでないが，ひとつの政策
として取り組み，自然体験活動に関わる指導者を育成し
ていくことが，今後の教育界には必要であることは明白
である。
一方，野外教育に関してはスポーツ振興法の第 2 条に
おいて，「運動競技及び身体運動（キャンプ活動その他
の野外活動を含む）」と規定されている。すなわち，スポー
ツ振興法におけるスポーツは，競争を本質として技術的
卓越性を追及する「運動競技」と，楽しさを追及する非
競争性の「身体運動」に大別され，野外活動はその後者
に含まれることになる。その野外活動に関しては様々な
研究が実践され，その効果や影響などが報告されている。
その中で，野外教育に期待される効果として， 1 ）感性
や知的好奇心を育む， 2 ）自然の理解を深める， 3 ）創
造性や向上心，物を大切にする心を育てる， 4 ）生き抜
くための力を育てる， 5 ）自主性や協調性，社会性を育
てる， 6 ）直接体験から学ぶ， 7 ）自己を発見し，余暇
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活動の楽しみ方を学ぶ， 8 ）心身をリフレッシュし，健
康・体力を維持する，以上の 8 つの効果が認められてい
る。さらに，日本キャンプ協会が提示しているキャンプ
指導者の資質として， 1 ）人間性， 2 ）社会や自然，人
間に対する開かれた視野， 3 ）実践的な知識，技術，と
いった 3 つが上げられている。野外活動の指導者養成に
関しては，日本キャンプ協会が中心に取り組んでいる。
本学部保健体育科においては，このような提言以前か
ら，大学の授業の中において宿泊を伴う実習を実践して
きた。主には，「水泳実習」「スキー実習」「野外活動」
という名称である。その中では，各実習に必要なスキル
習得はもちろんのこと，指導者的側面の学習や，自然や
環境教育なども取り入れられている。また，約10年前か
らは，日本キャンプ協会が認定する公認指導者養成の課
程認定を受け，大学の授業（実習等）を受講して単位取
得すれば，キャンプに関わる公認指導者の資格を認定し
ている。このような状況の中で，本研究においては，改
めて本学部保健体育科が実践している 3 つの実習の内容
や体制などを概観し，日本キャンプ協会が認定する公認
指導者の資質との関連を明らかにして，前述したような
現代の青少年に関わる諸問題を，自然体験活動を通して
少しでも改善できる指導者養成に関わることである。そ
のために，保健体育科の中で実践できることは何かを考
え，実施できることを検討する。
目　　的
本研究においては，前述したような効果や指導者の資
質に関して，本学部保健体育科の実習がどのように貢献
できているのかを明確にして，その内容等が自然体験活
動の実践力育成にどのように関連づけられるのかを検討
することである。さらに，今後の自然体験活動指導者の
養成に関わる授業カリキュラムの見直しや再編への見通
しを立てる。
プログラム内容について
まず，これまで本学部保健体育科が実践してきている
3 つの実習（水泳，スキー，野外活動）について，その
プログラム内容を検討した。表 1 に 3 つの実習プログラ
ムの日程や主な内容を示した。基本的には 3 つの実習と
もに宿泊体験を伴い，各実習に必要なスキル習得・向上
はもちろんのこと，指導者的立場の学習，実習に関わる
場所の自然や環境への理解が学習目標となっている。日
本キャンプ協会によれば，キャンプを実施する上で重要
なことは目的であると記されている。これはキャンプに
限らず，明確な目的が存在することで，人は行動するこ
とができる。特に，キャンプの場合，非日常的生活など
を体験することが多く，その教育的効果として，参加者
自身の心理的側面の効果，社会性の効果，自然認識や社
会的行動における効果などが報告されている。本学部保
表 1　 3つの実習におけるプログラム
野外活動 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目
午前
キャンプ場へ移動 朝の体操など
朝食（野外炊事）
オリエンテーリング
昼食（野外炊事）
朝の体操など
朝食（野外炊事）
登山・出発
朝の体操など
朝食（野外炊事）
テントの撤収
閉村式
午後
開村式
テント設営
夕食（野外炊事）
ミーティング
就寝
レクリエーション
夕食（野外炊事）
→カレーコンテスト
ミーティング
クラフト
就寝
登山・到着
夕食（野外炊事）
ミーティング
キャンプファイヤー  
就寝
大学到着
用具等の片付け
スキー 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目
午前
スキー場へ移動 朝の体操など
朝食
能力別練習
朝の体操など
朝食
能力別練習
朝の体操など
朝食
スキルテスト
閉講式
午後
開講式
能力別練習
＜上級・中級・初級＞
夕食
ミーティング
就寝
昼食
能力別練習
自由練習
夕食
ミーティング
就寝
昼食
能力別練習
自由練習
夕食
ミーティング
就寝
大学到着
用具等の片付け
水泳 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目
午前
水泳場所（海）へ移動 朝の体操など
清掃
朝食
海での水泳（泳力別）
昼食
朝の体操など
清掃
朝食
海での水泳
昼食
朝の体操など
清掃
朝食
海での水泳（遠泳）
昼食
午後
開講式
夕食
ミーティング
就寝
午睡
海での水泳
夕食
講義
ミーティング
就寝
午睡
海での水泳（大遠泳）
夕食
ミーティング
講義・レクリエーション
就寝
用具等の片付け
清掃
閉講式
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健体育科の 3 つの実習内容は，野外活動ではテント泊，
野外炊事，キャンプファイヤー，登山などの活動が中心，
水泳では海での水泳（遠泳）を中心に，救急法，スキン
ダイビング，海の理解などが中心，スキーでは基礎・応
用スキルの習得，冬山の理解などの活動が中心となり，
実習を経験することで自己成長や自然へのさらなる理解
が深まることになる。プログラムの内容等については，
受講生の実態に応じて臨機応変に修正可能な状況にして
おくことが大切である。
安全管理について
近年，学校現場においては安全面に関する事項が多く
取り上げられている。特に，課外活動や学校外での活動
の中で，どこまで安全を確保できるのかといったリスク
マネジメントが重要となっている。 3 つの実習は，全て
大学外で実施しており，安全面に関して引率教員はもち
ろんのこと受講生や学部内での連携体制（緊急）を密に
している。 3 つの実習の実施時期と場所は野外活動が 9
月上旬・栃木県那須町（標高1,200ｍ程度），水泳が 7 月
中旬・千葉県館山市，スキーが 2 月中旬・長野県戸隠村
（標高1,000m程度）である。 3 つの実習ともに屋外での
活動のため，天候面が重要となる。これは自然をフィー
ルドとして活動を実施するため，避けては通ることがで
きない要因となる。そのため危険もたくさん潜んでいる。
これまで野外活動では台風や雨に関する要因により実習
日程を短縮したり，内容を変更したりしてきた。水泳も
同様に，台風や波・潮の状況把握が大切である。特に，
海は風の影響を受けやすく，波の状況により泳ぐのを中
止したりしたこともあった。最後にスキーも同様に，雪
の降り方や風・気温などの状況を把握することが大切で
ある。雪の降り方によっては視界不良になり，練習を中
止したりすることもあった。
全ての実習において，実習期間全体はもちろんのこと
1 日の中での天候変化などを瞬時に把握して，受講生が
安全に活動できるような体制を整えることが必要である。
そのためには，引率教員は天候に関する最新の情報を取
得しながら，教員同士さらには関係者などの意見も考慮
して，その場の状況を判断することが求められる。
日本キャンプ協会によれば実習場所を選定するためには，
実施踏査の必要性を指摘している。本学部保健体育科の
実習場所は同じ場所を継続しているが，毎年，宿泊先の
関係者等に情報を求めて，その時の状況を確認している。
役割（係）について
本学部保健体育科で実施されている 3 つの実習におけ
る役割（係）については，多少の違いはあるものの，
図 1 で示したとおり，「総務」「会計」「レクリエーション」
「用具」「救急」「食事」の 6 つで構成されている。各係
の主な内容は，総務は実習全体の統括・日程の調整など，
会計は実習全体における必要経費の管理など，レクリ
エーションは実習中の交流を深めるためのレクリエー
ションを企画することなど，用具は実習に使用する用具
の管理など，救急は健康安全管理など，食事（おもに野
外活動）は食料の買出しや献立などを担当する。日本キャ
ンプ協会が例示している係としては， 1 ）キャンプファ
イヤー係，2 ）レクリエーション係，3 ）リーダー，4 ）
サブリーダー， 5 ）装備係， 6 ）食料係， 7 ）保健係，
以上の 7 つである。これは組織キャンプを例として考え
られているものであり，本学部保健体育科と比較して，
役割（係）の構成はほぼ一致している。この役割（係）
の設定は，各実習を運営していくために必要であり，必
ず受講生が役割（係）を担当することで，参加意欲を高
めたり，事前に調べたり他の人へ報告することで，責任
感を養うことにもつながる。これは役割（係）の横のつ
ながりに関連してくる。
また，縦系列として引率教員→TA（ティーチングア
シスタント）→教材研究生→受講生の体制もある。これ
は，実習全体を考慮した基本的な組織体制をとっている。
キャンプ指導者には，キャンプ運営の組織体制が常に求
められる。一般的な組織構造として，①ライン組織，
引率教員
TA：ティー チング
アシスタント
教材研究生
総務係
用具係レクリエーション係会計係 救急係 食事係
図 1　実習における組織マネジメント
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②ファンクショナル組織，③ライン＆スタッフ組織，の
3 つが挙げられる。どの組織にもメリット・デメリット
があり，完璧な組織は存在しない。そのため必要に応じ
て最も効率的に活動目的が達成できるような形態を模索
することが重要となる。本学部保健体育科の 3 つの実習
においては，受講生の活動をメインにおき，情報伝達や
収集が確実であり，指示系統が一本化しやすいライン組
織を採用していることになる。
さらに，図 2 に日本キャンプ協会が例示している組織
図がある。この図と本学部保健体育科の実習を比較して
みると，カウンセラーと医療スタッフの項目が不足して
いる。医療スタッフの代わりに，救急係が事前に実習場
所近くの病院を調べ，緊急の時には連絡できるようにし
ている。カウンセラーに関しては，今後の検討課題になる。
カリキュラムの現状
現段階において本学部保健体育科の授業の中で，自然
体験活動の指導者資格を取得するためには，①開講され
ている野外実習（水泳，スキー，野外活動）を受講し単
位を取得すること，②保健体育科教材研究（野活）及び
保健体育科教材研究（実地指導）を受講し単位を取得す
ること。実地指導では， 3 つの実習のうち最低 1 つ以上
の実習に指導的立場で関わることになる。③資格取得希
望者は，日本キャンプ協会の認定試験を受けて，合格す
れば取得可能になる。ここまでのステップで指導者資格
を有することになるが，最低限の実践力を身につけてい
ることになる。さらに実践力をバージョンアップするに
は，実践の場での研鑽が必要になる。本学部保健体育科
においても，毎年数名の指導者資格を認定し，その学生
が卒業までに，ボランティアとして小・中学校で実施し
ている自然教室などのサポートスタッフとして参加し，
研修を積んでいる。このような実践の場を提供すること
が，実践力の育成には必要であり，大学と教育現場との
連携体制が重要となる。
まとめ
本研究は，教育現場において必要とされる自然体験活
動指導者養成に関して，大学の授業で実践している内容
から検討した。その結果，本学部保健体育科の 3 つの実
習及び関連授業を通して，自然体験活動指導者の実践力
養成に少しではあるが貢献できていることが明らかと
なった。今後は，さらに社会のニーズに対応できるよう
に，柔軟にカリキュラムを改編する必要がある。
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